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東京新聞  

  私は亀戸で生まれ、40 日目が東京大空襲で荒川土手に逃げて助かったものです。 

 その後神奈川県鶴見にいましたが、10 歳から今の深川に転じました。 

  10 年前から新聞記事などで江東 5区マイナス地域防災を知り、 

江東 5区マイナス地域防災を考える会・北砂アカデミア防災塾を仲間と立上げ、また 

江東区議会傍聴を続けてきました。 

  今日の新聞で、政府は「首都直下地震想定更新」：死者 2.3 万入、被害総額 95 兆円が

低下したとの報道を読み、ここには江東 5区マイナス地域防災が全く無視されているこ

とを痛感し、意見を述べたいと筆を執りました。 

  新聞社の中では東京新聞が本当の情報を出し続けていると感じています。しかし、 

今回の情報は政府の丸のみで、江東 5区住民を無視したものと思います。荒川氾濫によ

り、250 万人の命・生活はハザードマップが記す「ここにいてはダメです」「浸水のない

ところへ」が真実なのではないでしょうか。それを住民に知らせる・報じるのが新聞の

重要な役目ではないでしょうか。 

  今年の区議会で、新庁舎建設問題が報告され、隣接する江戸川区を参考に建設すると

発表されました。江戸川区新庁舎建設には「これからの 100 年を支える日本一の防災庁

舎」と謳われています。江東区も同様に台風などの水位 GL+5ｍ及び高潮時の GL+10ｍに

耐えうる庁舎にすべく「庁舎は 10ｍ以上、そこまでは駐車場棟、その上に免振層を設

け、その上に庁舎等が建つ」となっています。初めて、荒川氾濫の真実の想定が示され

た大変貴重なものと感じています。しかし、区民の生活、安全には触れていません。 

江東区民など住民無しの新庁舎を目指しているということでしょうか。 

 今後ともご指導 宜しくお願いいたします。 

なお、今まで活動してきた資料の一部を同封させて頂きます。 

                               中瀬勝義拝 

 


